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cending culms and thin rhizomes. 

Muhlenbergia longistolon Ohwi in Bull. 
Natn. Sci. Mus” Tokyo (26): 3 (1949); C. C. 
Hsu, Taiwan Grass. 437 (1975); T. Koyama, 
Grass. Jap. Neighb. Reg. 171， 173 (1987). 

Distribution: Nepal, Japan, Korea, China 
and Russian Far East (Amur). New to Nepal. 

Nepal. Suligad, Dolpa District, alt. 2700 
m. on shady place along trail(K. R. 
Rajbhandari & K. J. Malla 6759, TI; Fig.1). 
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新刊 

□ 呉征溢他： 中国被子植物科属総論 1210 
pp. 198 元 .科学出版社. ISBN: 4635070069. 

中国に生育する全ての被子植物の科 • 属を 
解説したものである.形態学的方法，分子生 
物学的方法，化石の上からの考察，分布の歴 
史的背景の考察などから，被子植物を次の8 
群に分類した. Magnoliopsida, Lauropsida, 
Piperopsida ， Caryopnvllopsida, Liliopsiaa ， 
Ranunculopsida ， Hamameliopsida, Rosopsida 
である.全ての科をこのいずれかに属さしめ 
る，大胆な分類系を提唱している. Caryo- 
phyllopsida に Polygonaceae や Plumbaginaceae 
を含め， Liliopsida には単子葉類全てが入り， 
Cyperaceae や .Gramineae もこの中である. 
Ranunculopsida k は Partaveraceae が'入る. 
Hamameliopsida には Pagaceae や Betulaceae 
が入る. Rosopsida には合弁花類の総てが属 


東京大学総合研究博物館 （TI) のネパー 
ル産イネ科植物を調査した折り，オオネ 
ズミガヤ Muhlenbergia longistolon の標本 
の存在に気付いた.本種はアジアに広く 
分布するがネパールからは報告されてい 
ない.同国に産する M. huegelii に類似す 
るが，オオネズミガヤは直立する多年生 
草本で長く太い根茎を持つので識別でき 
る. 
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している.このように，よく知られている 
Engler の分類系とは著しく異なる.こうした 
扱いが正しいかどうかは今後の研究によらね 
ばならないが，かなり思いきった分類系であ 
る. （山崎敬 ) 

□いがりまさし： 増補改訂日本の スミレ 
287 pp. ¥1，942. 2004. 山と渓谷社. ISBN: 
4635070069. 

日本のスミレは約64種類が知られている. 
この中には多くの変種や品種が含まれ，また 
種間交配による多くの交雑種も存在している. 
したがって，スミレの分類はなかなか難しい. 
1996年にいがり氏による日本のスミレが出版 
されてからかなりの年月が経つ.その間に報 
告された新種や新変種も含め，花や葉，柱頭 
の拡大写真を使用して，それぞれの種類を解 



